
見
さ
れ
、
グ
ル
ジ
ア
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
発
祥
の

地
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
グ
ル
ジ
ア
の

国
家
の
歴
史
は
三
千
八
百
年
で
あ
る
。

　
世
界
に
は
十
四
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
あ
る
が
、

グ
ル
ジ
ア
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
そ
の
中
の
一
つ
で
あ

る
。
ト
ビ
リ
シ
は
グ
ル
ジ
ア
の
首
都
に
し
て
最
大
の

都
市
で
あ
り
、
グ
ル
ジ
ア
の
イ
ベ
リ
ア
王
国
の
王
で

あ
っ
た
ワ
フ
タ
ン
グ
・
ゴ
ル
ガ
サ
リ
に
よ
っ
て
五
世

紀
に
建
設
さ
れ
、
六
世
紀
に
首
都
と
な
っ
た
。

　
文
　
化

　
紀
元
前
八
世
紀
か
ら
四
世
紀
の
記
録
に
舞
踊
や

労
働
、
遠
征
の
際
歌
わ
れ
て
い
た
多
声
音
楽
の
こ

と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
二
〇
〇
一
年
に
ユ
ネ
ス
コ
は
、
グ
ル
ジ
ア
の
多
声

音
楽
文
化
を
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
指
定
し
た
。

グ
ル
ジ
ア
多
声
音
楽
は
ア
メ
リ
カ
、西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

日
本
な
ど
で
も
歌
わ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
山
城

組
の
コ
ー
ラ
ス
隊
が
歌
っ
て
い
る
。

題
字
背
景
●〈
上
か
ら
〉首
都 

ト
ビ
リ
シ
、マ
ラ
ニ（
ワ
イ
ン
の
貯
蔵
庫
）、民
族
舞
踊
、バ
ト
ゥ
ミ
市（
黒
海
沿
岸
）　

写
真
提
供
：
グ
ル
ジ
ア
大
使
館

ソフィア 株式会社 東京都新宿区大久保 1-1-45　
東京都知事登録旅行業　第 3-4240

不思議大好き不思議大好き
ソフィアは中近東、中央アジア、
アフリカの旅行を得意としています。
ソフィアは中近東、中央アジア、
アフリカの旅行を得意としています。

不思議大好き直通電話 TEL : 03-5292-7858
FAX : 03-5272-6020
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不屈のポーランド人魂がポーランドを再生
時空を超えてポーランドと日本の絆は深く、幾重にも
ロシア革命、阪神大震災、東日本大震災
いまポーランドでは日本ブーム

こんにちは、大使館【 第 15 回 】

　ポーランド大使館はJR目黒駅と恵比寿駅の中間にある閑静な
住宅地の一角にある。日本赴任以来約１年のツィリル・コザチェフ
スキ大使は豊かなひげを蓄えた44歳のエリート外交官。物静かな
様子と論理的な語り口は哲学者的な雰囲気もただよわせる。

――ポーランドは18世紀には三度も領土を他国に侵略され地図
から消えたと聞きました。また第二次大戦ではナチス・ドイツに侵
略されて大きな被害を受けました。同大戦後はソ連（現ロシア）の
勢力圏に組み込まれ、1989年に民主化を勝ち取り、EUに加盟する
など政治的、経済的発展を遂げています。この不屈の力の原動力
はどこから出てきたものでしょうか。
大使「それは国民の団結の賜物です。さらに自国の文化的遺産へ
の敬意を強く払っていることも背景にあります」

――日本人にはワレサ大統領の不屈の生き方もポーランドの歴史
と重なり合うように見えますが。
大使「ワレサ氏はポーランドの主権確立のためにまい進した。その
背景には偉大なポーランド国民があったのです」

　この秋ポーランドの人物切手が日本郵便から発行される。デザ
インされるのはショパン、コペルニクス、キュリー夫人、映画監督ア
ンジェイ・ワイダ、ワレサ、法王ヨハネ・パウロ二世そしてブロニスワ
フ・ピウスツキ、最も知名度が日本で低そうなピウスツキは、流刑地
のサハリンでアイヌ女性と結婚してアイヌ研究に打ち込み、蝋管で
アイヌ人の歌などを記録した人。

　ポーランドと日本の縁はさらに深い。ロシア革命時にシベリアに
取り残されたポーランドの子供たちを日本政府が日本に移送、最
後は故国ポーランドまで送り届けた。そしてこの事を忘れなかった
ポーランドは阪神大震災にあった日本の子供たちをポーランドに

招いている。また東日本大震災でホールが被災した気仙沼の幼稚
園にポーランドの団体はホールを寄付、再建した。

　時空を超えて両国の絆はつながっている。

大使「今ポーランドでは、和食、武道、漫画、アニメなどがブームで、
日本への関心は高まっています。さらに日本の企業は現在290社
がポーランドに進出しています。またポーランド産の豚肉、鶏肉と
その加工品は日本に輸入され店頭に並んでいます。ぜひ味わって
みてください」「日本とポーランドのこれからの経済協力の目玉は
エネルギー関連分野です。石炭をできるだけ環境に負荷なく燃や
すクリーンコール技術、再生可能エネルギー、原子力、天然ガス、省
エネ技術などでかなりの協力が可能だと思います」

外交、経済、文化など幅広くポーランドー日本間の絆の強化を目指
す大使だが、「任期を終えて帰国する時、そのことが実感されれば
それで使命は達したと思う」
一つの人生哲学のように聞こえた。

文：山下靖典（IAC 顧問）
写真：藤倉明治（IAC 会員）

▲ポーランド共和国大使館　特命全権大使
　Cyryl KOZACZEWSKI（ツィリル・コザチェフスキ）さん

ポーランド

ＩＡＣの文化交流の強力なパートナーは、各国在日大使
館です。
それぞれの国について「食」や「民族芸術」のシリーズとは別
の切り口でこの紙面から紹介します。
このコーナーは引き続きＩＡＣ会員の取材で構成します。
ご興味がある方は、事務局に奮ってご応募ください。

▲ぬくもりを感じるデザインや色で
　日本でも人気のポーランド陶器

▲▲有名なポーランドのお酒、ズブロッカ。
　この名前は、ジュブル
　（ヨーロッパ・バイソン）に由来する。
　ズブロッカの中には香草（バイソングラス）が
　一本入っている。大使館で出迎えてくれる
　かわいいぬいぐるみのジュブル。

民族衣装：女性用 

▲

19 世紀初めからマゾフシェの
農民が着用、ウォヴィチ市の
聖体祭では今でもこの衣装を
身に着ける。ポーランドで最大の
民族舞踊団「マゾフシェ」でも
使用されている。

民族衣装：男性用 

▲

クラクフの祭事に用いられた
衣装は、ポーランドの
民族衣装の中でも一番
知られている。
白いシャツに、膝まで長けの
ある装飾が施された黒い
（もしくは濃紺の）ベストと、
クジャクの羽をつけた赤い
四角い帽子に特徴がある。

　
一
般
的
な
情
報

　
世
界
で
最
も
古
い
国
の
一
つ
で
あ
る
グ
ル
ジ
ア
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
南
東
に
位
置
し
、
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
つ
な
ぐ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
十
字
路
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
る
。
グ
ル
ジ
ア
は
小
さ
な
国
だ
が
そ
の

地
理
的
位
置
か
ら
戦
略
的
に
は
欠
か
せ
な
い
国
で

あ
る
。

　
北
海
道
よ
り
や
や
小
さ
い
ぐ
ら
い
だ
が
（
面
積
：

六
九
、
七
平
方
キ
ロ
・
人
口
：
四
五
〇
万
人
）
地

方
に
よ
っ
て
驚
く
ほ
ど
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
が
見
ら

れ
る
。
高
い
山
々
の
お
か
げ
で
、
グ
ル
ジ
ア
人
は

自
分
の
特
徴
的
な
文
化
を
今
日
に
い
た
る
ま
で

守
っ
て
き
た
。
グ
ル
ジ
ア
に
は
過
去
二
千
五
百
年

の
間
に
作
ら
れ
た
、
歴
史
的
・
文
化
的
に
興
味
深

い
場
所
が
四
千
か
所
ほ
ど
あ
る
。

　
最
近
、
ト
ビ
リ
シ
の
少
し
南
に
あ
る
丘
で
百
八

十
万
年
前
の
ド
マ
ニ
シ
原
人
の
化
石
が
発
見
さ
れ

ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
人
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
へ
の
進
化
の
過
程
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
が
発

　
グ
ル
ジ
ア
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
は
力
強
く
美
し

く
、
観
る
者
を
魅
了
す
る
。
大
胆
で
洗
練
さ
れ
た

動
き
が
特
徴
。
舞
踏
に
は
剣
や
短
剣
が
使
わ
れ
る
。

高
い
技
術
と
訓
練
が
必
要
。

　
絵
画
で
は
、
世
界
中
の
大
き
な
展
覧
会
で
も
作

品
が
公
開
さ
れ
て
い
る
原
始
の
画
家
、
ニ
コ
・
ピ
ロ

ス
マ
ニ
（
一
八
六
二
〜
一
九
一
八
）
の
ふ
る
さ
と
で

も
あ
る
。

　
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、

世
界
的
に
も
有
名
な
グ
ル
ジ
ア
の
プ
リ
マ
バ
レ
リ
ー

ナ
、
ニ
ノ
・
ア
ナ
ニ
ア
シ
ヴ
ィ
リ
の
芸
術
的
な
指

導
に
よ
っ
て
、
高
い
技
術
が
確
立
さ
れ
国
際
的
な

基
準
に
達
し
た
。

　
ワ
　
イ
　
ン

　
グ
ル
ジ
ア
は
ワ
イ
ン
の
発
祥
地
で
あ
る
。
古
代

ギ
リ
シ
ャ
で
は
、
グ
ル
ジ
ア
の
ワ
イ
ン
が
輸
入
さ
れ

飲
ま
れ
て
い
た
。
言
語
学
的
に
も
グ
ル
ジ
ア
が
ワ

イ
ン
の
発
祥
地
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
。
グ
ル

ジ
ア
で
は
ワ
イ
ン
の
こ
と
を”gvino”

と
呼
ん
で
い

る
が
、”vino”

や“vine”

は
そ
れ
に
由
来
す
る
。

　
数
年
前
、
科
学
者
が
世
界
最
古
の
ワ
イ
ン
を
発

掘
し
た
。
液
体
の
ワ
イ
ン
は
残
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、

八
千
年
前
の
石
器
時
代
に
作
ら
れ
た
ワ
イ
ン
ボ
ト

ル
の
内
側
に
つ
い
て
い
た
残
り
か
す
を
テ
ス
ト
し

た
。
新
石
器
時
代
に
は
、
赤
ワ
イ
ン
を
ボ
ト
ル
で

熟
成
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
大
き
な
土
器
で
作
ら
れ
る
ク
ヴ
ェ
ル
リ
ワ
イ
ン
は

健
康
に
良
い
と
さ
れ
て
い
る
。
グ
ル
ジ
ア
の
ク
ヴ
ェ

ル
リ
ワ
イ
ン
に
は
タ
ン
ニ
ン
と
ビ
タ
ミ
ン
が
多
く
含

ま
れ
、
完
全
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
で
独
特
な
味
が
す

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
の
有
名
な
ワ
イ
ン
よ
り
も
多

く
タ
ン
ニ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

が
多
い
た
め
、
心
臓
血
管
の
疾
患
対
策
や
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
を
低
く
保
つ
効
用
が
あ
る
ワ
イ
ン
は
、

長
寿
と
深
く
関
わ
り
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

世
界
の
二
千
種
の
ぶ
ど
う
の
う
ち
、
五
百
以
上
の

種
が
グ
ル
ジ
ア
に
由
来
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ワ

イ
ン
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
世
界
の
ワ
イ
ン
通
に
と
っ
て
サ
ペ
ラ
ヴ
ィ
、
ム
ク

ザ
ニ
、
ツ
ィ
ナ
ン
ダ
リ
、
ク
ヴ
ァ
ン
チ
カ
ラ 

（Khvanchkara

）、 

テ
リ
ア
ニ
な
ど
の
名
前
は
広

く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
観
　
光
　
地

ス
ヴ
ァ
ネ
テ
イ
　
地
方

　
ス
ヴ
ァ
ネ
テ
ィ
地
方
に
あ
る
中
世
の
塔
状
の
家
や

教
会
、
標
高
五
千
メ
ー
ト
ル
級
の
コ
ー
カ
サ
ス
山

脈
に
囲
ま
れ
た
ウ
シ
ュ
グ
リ
村
の
中
世
の
要
塞
、

清
純
な
森
、
環
境
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
村
、
ユ
ニ
ー

ク
な
壁
画
、
イ
コ
ン
、
写
本
と
鍛
冶
。
こ
の
遠
く

て
絵
の
よ
う
に
美
し
い
ス
ヴ
ァ
ネ
テ
ィ
の
名
所
は
、

古
い
塔
だ
け
で
は
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
も
高
い
定

住
地
で
あ
る
（
標
高
二
千
三
百
メ
ー
ト
ル
）。
そ
の

た
め
、
年
間
の
ほ
と
ん
ど
が
大
雪
で
お
お
わ
れ
る

ウ
シ
ュ
グ
リ
か
ら
、
晴
れ
て
い
る
日
に
は
グ
ル
ジ
ア

の
最
高
峰
の
シ
ハ
ラ
（
標
高
五
千
六
十
八
メ
ー
ト

ル
）
が
ま
っ
す
ぐ
見
え
る
。
ま
た
、
ス
ヴ
ァ
ネ
テ
ィ

の
記
念
建
造
物
群
は
、
一
九
九
六
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
。

バ
ト
ゥ
ミ

　
ア
ド
ジ
ャ
ラ
自
治
共
和
国
の
黒
海
沿
い
の
い
わ

ゆ
る
夏
の
楽
園
は
、
バ
ト
ゥ
ミ
、
コ
ブ
レ
テ
ィ
、
ゴ

ニ
オ
、
サ
ル
ピ
シ
な
ど
と
い
っ
た
リ
ゾ
ー
ト
地
を
有

し
、
そ
こ
で
は
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
が
様
々
な
グ
レ
ー
ド
の
ホ
テ
ル
か
ら
提
供

さ
れ
て
い
る
。

　
前
述
の
場
所
の
ほ
か
に
、
グ
ル
ジ
ア
の
ユ
ネ
ス
コ

に
登
録
さ
れ
た
世

界
文
化
遺
産
、
た

と
え
ば
バ
グ
ラ
テ
ィ

聖
堂
や
ゲ
ラ
テ
ィ

修
道
院
、
そ
し
て

ム
ツ
ヘ
タ
の
歴
史
的

な
建
築
群
も
、
観

光
客
の
訪
問
を
歓

迎
し
て
い
る
。

風流　第 25 号１

グ
ル
ジ
ア
再
発
見(Discover Georgia) 

駐
日
グ
ル
ジ
ア
特
命
全
権
大
使
　
　

レ
ヴ
ァ
ズ
・
ベ
シ
ッ
ゼ

ロシア

トルコ

黒海

アルメニア

バトゥミ市 首都
トビリシ

スヴァネティ地方

グルジア

アフガニスタン

チェコ

スロバキア

ルーマニア

セルビアボスニア
ヘルツェゴビナ

クロアチア
スロベニア

ウクライナ

ベラルーシ

リトアニア

ドイツ

ハンガリー

ポーランド

クラフク

オーストリア

バルト海

デンマーク

モロドバ

ご購入はコチラから▼
https://www.o-kyohan.co.jp/

沖縄の精霊のおはなし。
沖縄の精霊
キジムナーと男の子
の友情のお話。

「キジムナーと
　　　   カミジュ」
　たまもと  さゆり

タイトル・作者

English inside



■材料（5人分）
●牛肉薄切り（400g）　●塩　●胡椒
●マスタ－ド　●にんにく　２かけ
●玉葱（大）半分　●赤パプリカ（大）１個
●オリーブ油　

■作り方
①牛肉の細切り、胡椒、挽 い
　たニンニク、マスタ－ド 
　少 と々で味付けし、2 時
　間おく。
②玉葱とパプリカを細切り
　にする。　
③鉄板にオリ－ブ油をひ
　き、熱し、牛肉、玉葱、パ
　プリカといため、最後に
　塩を入れる。

Carne a la Plancha
カルネ ア  ラ  プランチャ
牛肉鉄板いため

■材料（３人分）
●ジャガイモ　400g　●アチョテ１スプーン
●玉葱　半分　●ネギ　１本
●フレッシュチ－ズ（柔らかいもの）
　40ｇづつ 3種類
●植物油　●塩

■作り方
①皮をむいたジャガイモに玉葱半分
　と塩を入れてゆでる。
②柔らかくなったら水を切り、すばや
　く冷やし、フードプロセッサーにか
　ける。
③ネギをきざみ、アチョテをいれて
　いためる。
④チ－ズをすりおろし、②のジャガイ
　モで③を包み込み、２センチくらい
　の厚みにする。
⑤鉄板に油をひき、キツネ色になるま
　で両面を焼く。

■材料（5人分）
●レモン（大）１個      ●パセリ　少々
●オリーブ油　少々　●塩　適量
●唐辛子　適量　●フルーツ酢　半スプーン
●砂糖　適量　　●水　適量

■作り方
レモンを洗い、搾り、味を見ながら水を混ぜる。
オリ－ブ油、塩、唐辛子、酢、砂糖を加えた後、
細かく切ったパセリを混ぜる。

■材料（5人分）
●白米　0.6カップ●干しぶどう　0.2カップ
●水　0.8カップ　●牛乳　0.3リットル
●卵黄　半個　●シナモン　半本
●コンデンスミルク　60g　●エバミルク　60g

■作り方
①米をとぎ、水とシナモンを入れ炊く。
②水が無くなった時に、牛乳と
　干しぶどうをいれ、よく炊き上げる。
③コンデンスミルクとエバミルクを加え、
　火からおろし、冷やす、生温く成ったら
　卵黄くずし、混ぜる。
④出す前にシナモンを加える。

　

エ
ク
ア
ド
ル
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
二
回
目
の
登
場
で
、
前
回
は
珍

し
い
食
材
の
野
菜
バ
ナ
ナ
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
が
好
評
で
し

た
。
今
回
は
場
所
も
趣
向
も
変
え
、
お
好
み
焼
き
の
鉄
板
で
エ
ク

ア
ド
ル
料
理
を
楽
し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
ま
し
た
。
サ
ク
ラ
ハ

ウ
ス
、
さ
く
ら
亭
の
協
力
で
を
外
国
人
十
名
を
含
む
総
勢
四
十
名

と
大
変
国
際
色
豊
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

調
理
に
先
立
ち
、
第
一
部
の
お
国
紹
介
で
は
、
エ
ク
ア
ド
ル
の
自

然
の
豊
か
さ
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
や
美
し
さ
に
触
れ
、
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
が
エ
ク
ア
ド
ル
だ
と
初
め
て
知
っ
た
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。
サ
ク
ラ
亭
で
の
こ
の
食
の
企
画
と
合
わ
せ
、
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ス

タ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
エ
ク
ア
ド
ル
大
使
館
に
よ
る
展
示
も
四
月
十

九
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
た
く
さ
ん
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
終
了
後 

、
エ
ク
ア
ド
ル
大
使
館
か
ら
の
感
謝
状
が
届

き
、
こ
の
よ
う
に
参
加
者
と
一
緒
に
楽
し
く
調
理
を
し
な
が
ら
エ
ク

ア
ド
ル
を
理
解
す
る
企
画
に
感
動
し
て
く
だ
さ
り
、
更
な
る
コ
ラ

ボ
の
オ
フ
ァ
ー
も
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
継
続
し
て
別
の
企
画
も

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
開
始
前
の
調
理
の
下
ご
し
ら
え
か
ら
お
手
伝
い
い
た
だ

い
た
藤
井
愛
さ
ん
と
井
上
美
恵
子
さ
ん
に
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
エ
ク
ア
ド
ル
を
思
い
出
し
た
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

　
世
界
各
国
か
ら
の
参
加
者
と
、
お
好
み
屋
さ
ん
で
エ
ク
ア
ド
ル
料
理
を

食
べ
る
と
い
う
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
内
容
で
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
め
ま
し

た
。
特
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
チ
ー
ズ
を
入
れ
て
焼
い
た
料
理
が
お
い
し
か
っ
た

で
す
。

　
子
供
か
ら
大
人
ま
で
参
加
者
の
年
齢
の
幅
も
広
く
、
英
語
で
の
案
内
と

日
本
語
で
の
案
内
が
両
方
あ
り
、
全
員
が
交
流
し
楽
し
め
る
よ
う
工
夫
さ

れ
た
素
敵
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　
私
は
エ
ク
ア
ド
ル
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
懐
か
し
い
気
分
に
浸
れ

ま
し
た
。 

　
綺
麗
な
自
然
を
撮
っ
た
写
真
の
紹
介
も
あ
り
、
行
っ
て
み
た
く
な
っ
た

方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
南
米
の
イ
ベ
ン
ト
は
少
な
く
情

報
も
少
な
い
の
で
、
ま
た
ぜ
ひ
こ
う
い
っ
た
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

（
文
：
藤
井
愛
）

　
短
い
時
間
で
異
文
化
交
流
と 

　
相
互
理
解

　
美
味
し
く
楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
、
あ
ん
な
に
短
い
時

間
で
異
文
化
交
流
、
相
互
理
解
が
深
め
ら
れ
た
の
は
、
調
理
を
切
り

口
に
共
に
働
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
エ
ク
ア
ド
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
っ
て
食
事
を
す
る
こ
と
も
、
現
地
観

光
で
リ
ゾ
ー
ト
を
満
喫
す
る
こ
と
も
、
き
っ
と
楽
し
い
ひ
と
時
だ
と

思
い
ま
す
が
、
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
方
々
と
一
緒
に

じ
ゃ
が
い
も
を
つ
ぶ
し
、
手
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
大
使
館
の
方
を
み
ん

な
で
気
遣
い
あ
っ
た
り
し
た
、
そ
ん
な
ひ
と
時
は
、
私
に
と
っ
て
忘
れ

が
た
い
「
エ
ク
ア
ド
ル
の
思
い
出
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
エ
ク
ア
ド
ル
に
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
き
っ
と
い
つ
か
南

米
に
行
っ
た
ら
、
笑
顔
で
こ
の
日
を
思
い
出
す
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま 
し
た
。

（
文
：
井
上
美
恵
子
）▲映像でのエクアドル国紹介写真：藤倉明治（ＩＡＣ会員）

文：在日セルビア共和国大使館　写真：藤倉明治（上）、藤倉哲也（下）

食
か
ら
知
る
民
族
文
化…

⑩

エ
ク
ア
ド
ル

４
月
20
日

さ
く
ら
亭
（
渋
谷
区
原
宿
）
に
て

▲公使
ボリバル　トーレスさん

▲通訳
　桜井文子さん

▲三等書記官
カルロス　ゲバラさん

７月９日、７か国 11 人の外交官たちがデザインフェスタギャラリーを見
学 !! ジャパンポップアートの発信地の原宿に位置するデザインフェスタ
ギャラリー（ＤＦＧ）を文化交流の場として各国にさらに活用してほしい
と、IAC と DFG とのコラボでこの見学ツアーを実施しました。当日は、Ｄ
ＧＦで開催のセルビア大使館の展示でセルビアのアーティストの作品も熱
心にご覧いただきました。（右ページ「Discover　Serbia」の記事をご参照
ください。）今回の視察を今後の各国との文化交流事業へと具体化してい
きたいです。

IACの第７回総会を６月19日、新宿区のソフィア株式会社で参加者32名（委
任状含む）で開催しました。当面の目標は、寄付金税額控除が受けられる
認定NPOとなることです。
皆様の更なるご支援をお願いします。

IAC 国際芸術家センターの Facebook に「いいね！」をお願いします。
イベント情報だけでく、文化や芸術にかかわる活動をしている人たちの情
報など、盛りだくさんです。
https://www.facebook.com/iactokyo　　　　　　　（事務局：金屋輝美）

事務局便り

▲エクアドルの民族衣装に着替えた
　井上さん（左）と藤井さん
　( 写真提供：井上美恵子）

エクアドル料
理レシピ

＜エクアドル大使館からの講師陣＞

パナマ

コロンビア

ブラジル

ボリビア

ペルー

エクアドル

キト

ガラパゴス

ベネズエラ

Llapingachos (tortillas de papa)
リャピンガチョ（トルテイージャ  デ パパ）
ジャガイモのトルテイージャ

★ドレッシング★
Aderezo (Agridulce)
アデレソ（甘酸っぱい）

Arroz de Leche (postre)
アロス　コン　レチェ
牛乳入りライスプッデイング

■材料（5人分）
●レタス　半分　●玉葱（大）半分
●トマト（大）半分

■作り方
野菜を切り、以下のドレッシングを混ぜ合わせる。

 Ensalada（サラダ）

▲アチョテ

▲チーズ

▲

野菜をドレッシングと
混ぜ合わせている桜井さん

セ
ル
ビ
ア
の
芸
術
作
品
展
示

７
月
5
日
〜
10
日

デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
原
宿
に
て

 
セ
ル
ビ
ア
大
使
館
と
サ
ク
ラ
グ
ル
ー
プ
、
I
A
C

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
と
し
て
、
セ
ル
ビ
ア
の

紹
介
イ
ベ
ン
ト
及
び
料
理
教
室
が
二
〇
一
三
年
七
月

六
日
、「
さ
く
ら
亭
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
在
日

セ
ル
ビ
ア
共
和
国
大
使
館
か
ら
は
ア
タ
ッ
シ
ェ
の
ネ
マ
ニ
ャ
・
グ
ル
ビ
ッ
チ
さ
ん
と

大
使
秘
書
の
長
門
テ
ィ
ヤ
ナ
さ
ん
が
講
師
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。（
こ
の
食
の

イ
ベ
ン
ト
報
告
は
次
号
の
風
流
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。）

　
ま
た
、
七
月
五
日
〜
十
日
に
は
、「D

iscover Serbia

」
と
名
付
け
ら
れ
た
芸

術
作
品
展
示
会
を
「
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
原
宿
」
で
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
展
示
会
の
感
想
を
セ
ル
ビ
ア
大
使
館
か
ら
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Discover Serbia

　「D
iscover Serbia

」
の
展
示
会
で
は
、
セ
ル
ビ
ア
の
若
手
芸
術
家
の
マ
リ
ヤ
ナ
・

ア
ン
ジ
ェ
リ
ッ
チ
さ
ん
、
ミ
リ
ッ
ツ
ァ・
ニ
コ
リ
ッ
チ
さ
ん
、
ミ
レ
ー
ナ
・
ミ
ロ
サ
ブ
リ
ェ

ヴ
ィ
ッ
チ
さ
ん
の
作
品
や
セ
ル
ビ
ア
の
民
俗
工
芸
品
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
は
連
日
数
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
セ
ル
ビ
ア
の

多
様
な
文
化
を
知
る
素
晴
ら
し
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
芸
術
家
の
一
人
、
マ
リ
ヤ
ナ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
ッ
チ
さ
ん
は
展
示
会
場
で
多
く
の
出

会
い
に
恵
ま
れ
た
よ
う
で
、
次
の
よ
う
に
印
象
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
希
少
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、
そ
し
て
開
催
期
間

中
に
多
く
の
方
と
お
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
会
場

に
は
、
セ
ル
ビ
ア
を
全
く
知
ら
な
い
人
、
何
気
な
く
足
を
運
ん
だ
人
、
会
場
の
異

色
な
雰
囲
気
に
誘
わ
れ
た
人
な
ど
、
実
に
様
々
な
人
た
ち
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、

ま
さ
に
文
化
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
珍
し
い
ナ
イ
ー
ブ
ア
ー
ト
の

装
飾
が
施
さ
れ
た
お
皿
に
も
す
ご
く
興
味
を
持
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
3
作
品

を
展
示
し
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
日
本
の
伝
統
的
な
絵
画
技
法
を
用
い
て
セ
ル
ビ
ア

の
モ
チ
ー
フ
を
扱
っ
た
作
品
で
す
。
今
回
は
、
日
本
と
セ
ル
ビ
ア
と
い
う
少
し
風

変
わ
り
な
融
合
作
品
を
通
じ
て
、
長
い
間
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
遠
い
ス
ト
ー

リ
ー
を
呼
び
起
こ
す
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
会
場
で
い
ろ
い
ろ
な
方

と
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
一
生
の
思
い
出
と
な
り
ま
す
」

セルビア

ベオグラード
ボスニア

クロアチア

マケドニア

アルバニア
ギリシャ

ブルガリア

ルーマニア

ハンガリー

スロベニア

イタリア

ヘルツェゴビナ

モンテネグロ

▲エクアドル大使館からのお礼状
　( 文面は英語翻訳版をご参照ください。）

▲展示会場内の様子

▲

展示の説明をする
セルビア大使館の
長門ティヤナさん
（左側）
（写真提供：DFG）

マリヤナ・アンジェリッチ経歴
1984 年 セルビアのベオグラード生まれ
2008 年 ベオグラード芸術大学美術学部版画課 卒業
2012 年 東京藝術大学大学院美術研究科日本画科修士課程 入学

セルビアと日本において数々のグループ展を開催。モザイク、版
画、日本画の技法を取り入れた作品を展示する。現在はセルビアの
風景画を描写しながら日本の絵画技法を模索。また、２つの文化間
における予期せぬ融合を探求中。



■材料（5人分）
●牛肉薄切り（400g）　●塩　●胡椒
●マスタ－ド　●にんにく　２かけ
●玉葱（大）半分　●赤パプリカ（大）１個
●オリーブ油　

■作り方
①牛肉の細切り、胡椒、挽 い
　たニンニク、マスタ－ド 
　少 と々で味付けし、2 時
　間おく。
②玉葱とパプリカを細切り
　にする。　
③鉄板にオリ－ブ油をひ
　き、熱し、牛肉、玉葱、パ
　プリカといため、最後に
　塩を入れる。

Carne a la Plancha
カルネ ア  ラ  プランチャ
牛肉鉄板いため

■材料（３人分）
●ジャガイモ　400g　●アチョテ１スプーン
●玉葱　半分　●ネギ　１本
●フレッシュチ－ズ（柔らかいもの）
　40ｇづつ 3種類
●植物油　●塩

■作り方
①皮をむいたジャガイモに玉葱半分
　と塩を入れてゆでる。
②柔らかくなったら水を切り、すばや
　く冷やし、フードプロセッサーにか
　ける。
③ネギをきざみ、アチョテをいれて
　いためる。
④チ－ズをすりおろし、②のジャガイ
　モで③を包み込み、２センチくらい
　の厚みにする。
⑤鉄板に油をひき、キツネ色になるま
　で両面を焼く。

■材料（5人分）
●レモン（大）１個      ●パセリ　少々
●オリーブ油　少々　●塩　適量
●唐辛子　適量　●フルーツ酢　半スプーン
●砂糖　適量　　●水　適量

■作り方
レモンを洗い、搾り、味を見ながら水を混ぜる。
オリ－ブ油、塩、唐辛子、酢、砂糖を加えた後、
細かく切ったパセリを混ぜる。

■材料（5人分）
●白米　0.6カップ●干しぶどう　0.2カップ
●水　0.8カップ　●牛乳　0.3リットル
●卵黄　半個　●シナモン　半本
●コンデンスミルク　60g　●エバミルク　60g

■作り方
①米をとぎ、水とシナモンを入れ炊く。
②水が無くなった時に、牛乳と
　干しぶどうをいれ、よく炊き上げる。
③コンデンスミルクとエバミルクを加え、
　火からおろし、冷やす、生温く成ったら
　卵黄くずし、混ぜる。
④出す前にシナモンを加える。

　

エ
ク
ア
ド
ル
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
二
回
目
の
登
場
で
、
前
回
は
珍

し
い
食
材
の
野
菜
バ
ナ
ナ
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
が
好
評
で
し

た
。
今
回
は
場
所
も
趣
向
も
変
え
、
お
好
み
焼
き
の
鉄
板
で
エ
ク

ア
ド
ル
料
理
を
楽
し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
ま
し
た
。
サ
ク
ラ
ハ

ウ
ス
、
さ
く
ら
亭
の
協
力
で
を
外
国
人
十
名
を
含
む
総
勢
四
十
名

と
大
変
国
際
色
豊
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

調
理
に
先
立
ち
、
第
一
部
の
お
国
紹
介
で
は
、
エ
ク
ア
ド
ル
の
自

然
の
豊
か
さ
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
や
美
し
さ
に
触
れ
、
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
が
エ
ク
ア
ド
ル
だ
と
初
め
て
知
っ
た
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。
サ
ク
ラ
亭
で
の
こ
の
食
の
企
画
と
合
わ
せ
、
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ス

タ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
エ
ク
ア
ド
ル
大
使
館
に
よ
る
展
示
も
四
月
十

九
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
た
く
さ
ん
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
終
了
後 

、
エ
ク
ア
ド
ル
大
使
館
か
ら
の
感
謝
状
が
届

き
、
こ
の
よ
う
に
参
加
者
と
一
緒
に
楽
し
く
調
理
を
し
な
が
ら
エ
ク

ア
ド
ル
を
理
解
す
る
企
画
に
感
動
し
て
く
だ
さ
り
、
更
な
る
コ
ラ

ボ
の
オ
フ
ァ
ー
も
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
継
続
し
て
別
の
企
画
も

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
開
始
前
の
調
理
の
下
ご
し
ら
え
か
ら
お
手
伝
い
い
た
だ

い
た
藤
井
愛
さ
ん
と
井
上
美
恵
子
さ
ん
に
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
エ
ク
ア
ド
ル
を
思
い
出
し
た
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

　
世
界
各
国
か
ら
の
参
加
者
と
、
お
好
み
屋
さ
ん
で
エ
ク
ア
ド
ル
料
理
を

食
べ
る
と
い
う
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
内
容
で
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
め
ま
し

た
。
特
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
チ
ー
ズ
を
入
れ
て
焼
い
た
料
理
が
お
い
し
か
っ
た

で
す
。

　
子
供
か
ら
大
人
ま
で
参
加
者
の
年
齢
の
幅
も
広
く
、
英
語
で
の
案
内
と

日
本
語
で
の
案
内
が
両
方
あ
り
、
全
員
が
交
流
し
楽
し
め
る
よ
う
工
夫
さ

れ
た
素
敵
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　
私
は
エ
ク
ア
ド
ル
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
懐
か
し
い
気
分
に
浸
れ

ま
し
た
。 

　
綺
麗
な
自
然
を
撮
っ
た
写
真
の
紹
介
も
あ
り
、
行
っ
て
み
た
く
な
っ
た

方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
南
米
の
イ
ベ
ン
ト
は
少
な
く
情

報
も
少
な
い
の
で
、
ま
た
ぜ
ひ
こ
う
い
っ
た
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

（
文
：
藤
井
愛
）

　
短
い
時
間
で
異
文
化
交
流
と 

　
相
互
理
解

　
美
味
し
く
楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
、
あ
ん
な
に
短
い
時

間
で
異
文
化
交
流
、
相
互
理
解
が
深
め
ら
れ
た
の
は
、
調
理
を
切
り

口
に
共
に
働
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
エ
ク
ア
ド
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
っ
て
食
事
を
す
る
こ
と
も
、
現
地
観

光
で
リ
ゾ
ー
ト
を
満
喫
す
る
こ
と
も
、
き
っ
と
楽
し
い
ひ
と
時
だ
と

思
い
ま
す
が
、
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
方
々
と
一
緒
に

じ
ゃ
が
い
も
を
つ
ぶ
し
、
手
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
大
使
館
の
方
を
み
ん

な
で
気
遣
い
あ
っ
た
り
し
た
、
そ
ん
な
ひ
と
時
は
、
私
に
と
っ
て
忘
れ

が
た
い
「
エ
ク
ア
ド
ル
の
思
い
出
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
エ
ク
ア
ド
ル
に
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
き
っ
と
い
つ
か
南

米
に
行
っ
た
ら
、
笑
顔
で
こ
の
日
を
思
い
出
す
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま 

し
た
。

（
文
：
井
上
美
恵
子
）▲映像でのエクアドル国紹介写真：藤倉明治（ＩＡＣ会員）

文：在日セルビア共和国大使館　写真：藤倉明治（上）、藤倉哲也（下）

食
か
ら
知
る
民
族
文
化…

⑩

エ
ク
ア
ド
ル

４
月
20
日

さ
く
ら
亭
（
渋
谷
区
原
宿
）
に
て

▲公使
ボリバル　トーレスさん

▲通訳
　桜井文子さん

▲三等書記官
カルロス　ゲバラさん

７月９日、７か国 11 人の外交官たちがデザインフェスタギャラリーを見
学 !! ジャパンポップアートの発信地の原宿に位置するデザインフェスタ
ギャラリー（ＤＦＧ）を文化交流の場として各国にさらに活用してほしい
と、IAC と DFG とのコラボでこの見学ツアーを実施しました。当日は、Ｄ
ＧＦで開催のセルビア大使館の展示でセルビアのアーティストの作品も熱
心にご覧いただきました。（右ページ「Discover　Serbia」の記事をご参照
ください。）今回の視察を今後の各国との文化交流事業へと具体化してい
きたいです。

IACの第７回総会を６月19日、新宿区のソフィア株式会社で参加者32名（委
任状含む）で開催しました。当面の目標は、寄付金税額控除が受けられる
認定NPOとなることです。
皆様の更なるご支援をお願いします。

IAC 国際芸術家センターの Facebook に「いいね！」をお願いします。
イベント情報だけでく、文化や芸術にかかわる活動をしている人たちの情
報など、盛りだくさんです。
https://www.facebook.com/iactokyo　　　　　　　（事務局：金屋輝美）

事務局便り

▲エクアドルの民族衣装に着替えた
　井上さん（左）と藤井さん
　( 写真提供：井上美恵子）

エクアドル料
理レシピ

＜エクアドル大使館からの講師陣＞

パナマ

コロンビア

ブラジル

ボリビア

ペルー

エクアドル

キト

ガラパゴス

ベネズエラ

Llapingachos (tortillas de papa)
リャピンガチョ（トルテイージャ  デ パパ）
ジャガイモのトルテイージャ

★ドレッシング★
Aderezo (Agridulce)
アデレソ（甘酸っぱい）

Arroz de Leche (postre)
アロス　コン　レチェ
牛乳入りライスプッデイング

■材料（5人分）
●レタス　半分　●玉葱（大）半分
●トマト（大）半分

■作り方
野菜を切り、以下のドレッシングを混ぜ合わせる。

 Ensalada（サラダ）

▲アチョテ

▲チーズ

▲

野菜をドレッシングと
混ぜ合わせている桜井さん

セ
ル
ビ
ア
の
芸
術
作
品
展
示

７
月
5
日
〜
10
日

デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
原
宿
に
て

 
セ
ル
ビ
ア
大
使
館
と
サ
ク
ラ
グ
ル
ー
プ
、
I
A
C

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
と
し
て
、
セ
ル
ビ
ア
の

紹
介
イ
ベ
ン
ト
及
び
料
理
教
室
が
二
〇
一
三
年
七
月

六
日
、「
さ
く
ら
亭
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
在
日

セ
ル
ビ
ア
共
和
国
大
使
館
か
ら
は
ア
タ
ッ
シ
ェ
の
ネ
マ
ニ
ャ
・
グ
ル
ビ
ッ
チ
さ
ん
と

大
使
秘
書
の
長
門
テ
ィ
ヤ
ナ
さ
ん
が
講
師
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。（
こ
の
食
の

イ
ベ
ン
ト
報
告
は
次
号
の
風
流
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。）

　
ま
た
、
七
月
五
日
〜
十
日
に
は
、「D

iscover Serbia

」
と
名
付
け
ら
れ
た
芸

術
作
品
展
示
会
を
「
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
原
宿
」
で
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
展
示
会
の
感
想
を
セ
ル
ビ
ア
大
使
館
か
ら
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Discover Serbia

　「D
iscover Serbia

」
の
展
示
会
で
は
、
セ
ル
ビ
ア
の
若
手
芸
術
家
の
マ
リ
ヤ
ナ
・

ア
ン
ジ
ェ
リ
ッ
チ
さ
ん
、
ミ
リ
ッ
ツ
ァ・
ニ
コ
リ
ッ
チ
さ
ん
、
ミ
レ
ー
ナ
・
ミ
ロ
サ
ブ
リ
ェ

ヴ
ィ
ッ
チ
さ
ん
の
作
品
や
セ
ル
ビ
ア
の
民
俗
工
芸
品
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
は
連
日
数
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
セ
ル
ビ
ア
の

多
様
な
文
化
を
知
る
素
晴
ら
し
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
芸
術
家
の
一
人
、
マ
リ
ヤ
ナ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
ッ
チ
さ
ん
は
展
示
会
場
で
多
く
の
出

会
い
に
恵
ま
れ
た
よ
う
で
、
次
の
よ
う
に
印
象
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
希
少
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、
そ
し
て
開
催
期
間

中
に
多
く
の
方
と
お
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
会
場

に
は
、
セ
ル
ビ
ア
を
全
く
知
ら
な
い
人
、
何
気
な
く
足
を
運
ん
だ
人
、
会
場
の
異

色
な
雰
囲
気
に
誘
わ
れ
た
人
な
ど
、
実
に
様
々
な
人
た
ち
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、

ま
さ
に
文
化
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
珍
し
い
ナ
イ
ー
ブ
ア
ー
ト
の

装
飾
が
施
さ
れ
た
お
皿
に
も
す
ご
く
興
味
を
持
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
3
作
品

を
展
示
し
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
日
本
の
伝
統
的
な
絵
画
技
法
を
用
い
て
セ
ル
ビ
ア

の
モ
チ
ー
フ
を
扱
っ
た
作
品
で
す
。
今
回
は
、
日
本
と
セ
ル
ビ
ア
と
い
う
少
し
風

変
わ
り
な
融
合
作
品
を
通
じ
て
、
長
い
間
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
遠
い
ス
ト
ー

リ
ー
を
呼
び
起
こ
す
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
会
場
で
い
ろ
い
ろ
な
方

と
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
一
生
の
思
い
出
と
な
り
ま
す
」

セルビア

ベオグラード
ボスニア

クロアチア

マケドニア

アルバニア
ギリシャ

ブルガリア

ルーマニア

ハンガリー

スロベニア

イタリア

ヘルツェゴビナ

モンテネグロ

▲エクアドル大使館からのお礼状
　( 文面は英語翻訳版をご参照ください。）

▲展示会場内の様子

▲

展示の説明をする
セルビア大使館の
長門ティヤナさん
（左側）
（写真提供：DFG）

マリヤナ・アンジェリッチ経歴
1984 年 セルビアのベオグラード生まれ
2008 年 ベオグラード芸術大学美術学部版画課 卒業
2012 年 東京藝術大学大学院美術研究科日本画科修士課程 入学

セルビアと日本において数々のグループ展を開催。モザイク、版
画、日本画の技法を取り入れた作品を展示する。現在はセルビアの
風景画を描写しながら日本の絵画技法を模索。また、２つの文化間
における予期せぬ融合を探求中。



見
さ
れ
、
グ
ル
ジ
ア
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
発
祥
の

地
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
グ
ル
ジ
ア
の

国
家
の
歴
史
は
三
千
八
百
年
で
あ
る
。

　
世
界
に
は
十
四
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
あ
る
が
、

グ
ル
ジ
ア
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
そ
の
中
の
一
つ
で
あ

る
。
ト
ビ
リ
シ
は
グ
ル
ジ
ア
の
首
都
に
し
て
最
大
の

都
市
で
あ
り
、
グ
ル
ジ
ア
の
イ
ベ
リ
ア
王
国
の
王
で

あ
っ
た
ワ
フ
タ
ン
グ
・
ゴ
ル
ガ
サ
リ
に
よ
っ
て
五
世

紀
に
建
設
さ
れ
、
六
世
紀
に
首
都
と
な
っ
た
。

　
文
　
化

　
紀
元
前
八
世
紀
か
ら
四
世
紀
の
記
録
に
舞
踊
や

労
働
、
遠
征
の
際
歌
わ
れ
て
い
た
多
声
音
楽
の
こ

と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
二
〇
〇
一
年
に
ユ
ネ
ス
コ
は
、
グ
ル
ジ
ア
の
多
声

音
楽
文
化
を
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
指
定
し
た
。

グ
ル
ジ
ア
多
声
音
楽
は
ア
メ
リ
カ
、西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

日
本
な
ど
で
も
歌
わ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
山
城

組
の
コ
ー
ラ
ス
隊
が
歌
っ
て
い
る
。

題
字
背
景
●〈
上
か
ら
〉首
都 

ト
ビ
リ
シ
、マ
ラ
ニ（
ワ
イ
ン
の
貯
蔵
庫
）、民
族
舞
踊
、バ
ト
ゥ
ミ
市（
黒
海
沿
岸
）　

写
真
提
供
：
グ
ル
ジ
ア
大
使
館

ソフィア 株式会社 東京都新宿区大久保 1-1-45　
東京都知事登録旅行業　第 3-4240

不思議大好き不思議大好き
ソフィアは中近東、中央アジア、
アフリカの旅行を得意としています。
ソフィアは中近東、中央アジア、
アフリカの旅行を得意としています。

不思議大好き直通電話 TEL : 03-5292-7858
FAX : 03-5272-6020

第
二
十
五
号
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P
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国
際
芸
術
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セ
ン
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I
A
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〇
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広　　告

不屈のポーランド人魂がポーランドを再生
時空を超えてポーランドと日本の絆は深く、幾重にも
ロシア革命、阪神大震災、東日本大震災
いまポーランドでは日本ブーム

こんにちは、大使館【 第 15 回 】

　ポーランド大使館はJR目黒駅と恵比寿駅の中間にある閑静な
住宅地の一角にある。日本赴任以来約１年のツィリル・コザチェフ
スキ大使は豊かなひげを蓄えた44歳のエリート外交官。物静かな
様子と論理的な語り口は哲学者的な雰囲気もただよわせる。

――ポーランドは18世紀には三度も領土を他国に侵略され地図
から消えたと聞きました。また第二次大戦ではナチス・ドイツに侵
略されて大きな被害を受けました。同大戦後はソ連（現ロシア）の
勢力圏に組み込まれ、1989年に民主化を勝ち取り、EUに加盟する
など政治的、経済的発展を遂げています。この不屈の力の原動力
はどこから出てきたものでしょうか。
大使「それは国民の団結の賜物です。さらに自国の文化的遺産へ
の敬意を強く払っていることも背景にあります」

――日本人にはワレサ大統領の不屈の生き方もポーランドの歴史
と重なり合うように見えますが。
大使「ワレサ氏はポーランドの主権確立のためにまい進した。その
背景には偉大なポーランド国民があったのです」

　この秋ポーランドの人物切手が日本郵便から発行される。デザ
インされるのはショパン、コペルニクス、キュリー夫人、映画監督ア
ンジェイ・ワイダ、ワレサ、法王ヨハネ・パウロ二世そしてブロニスワ
フ・ピウスツキ、最も知名度が日本で低そうなピウスツキは、流刑地
のサハリンでアイヌ女性と結婚してアイヌ研究に打ち込み、蝋管で
アイヌ人の歌などを記録した人。

　ポーランドと日本の縁はさらに深い。ロシア革命時にシベリアに
取り残されたポーランドの子供たちを日本政府が日本に移送、最
後は故国ポーランドまで送り届けた。そしてこの事を忘れなかった
ポーランドは阪神大震災にあった日本の子供たちをポーランドに

招いている。また東日本大震災でホールが被災した気仙沼の幼稚
園にポーランドの団体はホールを寄付、再建した。

　時空を超えて両国の絆はつながっている。

大使「今ポーランドでは、和食、武道、漫画、アニメなどがブームで、
日本への関心は高まっています。さらに日本の企業は現在290社
がポーランドに進出しています。またポーランド産の豚肉、鶏肉と
その加工品は日本に輸入され店頭に並んでいます。ぜひ味わって
みてください」「日本とポーランドのこれからの経済協力の目玉は
エネルギー関連分野です。石炭をできるだけ環境に負荷なく燃や
すクリーンコール技術、再生可能エネルギー、原子力、天然ガス、省
エネ技術などでかなりの協力が可能だと思います」

外交、経済、文化など幅広くポーランドー日本間の絆の強化を目指
す大使だが、「任期を終えて帰国する時、そのことが実感されれば
それで使命は達したと思う」
一つの人生哲学のように聞こえた。

文：山下靖典（IAC 顧問）
写真：藤倉明治（IAC 会員）

▲ポーランド共和国大使館　特命全権大使
　Cyryl KOZACZEWSKI（ツィリル・コザチェフスキ）さん

ポーランド

ＩＡＣの文化交流の強力なパートナーは、各国在日大使
館です。
それぞれの国について「食」や「民族芸術」のシリーズとは別
の切り口でこの紙面から紹介します。
このコーナーは引き続きＩＡＣ会員の取材で構成します。
ご興味がある方は、事務局に奮ってご応募ください。

▲ぬくもりを感じるデザインや色で
　日本でも人気のポーランド陶器

▲▲有名なポーランドのお酒、ズブロッカ。
　この名前は、ジュブル
　（ヨーロッパ・バイソン）に由来する。
　ズブロッカの中には香草（バイソングラス）が
　一本入っている。大使館で出迎えてくれる
　かわいいぬいぐるみのジュブル。

民族衣装：女性用 

▲

19 世紀初めからマゾフシェの
農民が着用、ウォヴィチ市の
聖体祭では今でもこの衣装を
身に着ける。ポーランドで最大の
民族舞踊団「マゾフシェ」でも
使用されている。

民族衣装：男性用 

▲

クラクフの祭事に用いられた
衣装は、ポーランドの
民族衣装の中でも一番
知られている。
白いシャツに、膝まで長けの
ある装飾が施された黒い
（もしくは濃紺の）ベストと、
クジャクの羽をつけた赤い
四角い帽子に特徴がある。

　
一
般
的
な
情
報

　
世
界
で
最
も
古
い
国
の
一
つ
で
あ
る
グ
ル
ジ
ア
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
南
東
に
位
置
し
、
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
つ
な
ぐ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
十
字
路
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
る
。
グ
ル
ジ
ア
は
小
さ
な
国
だ
が
そ
の

地
理
的
位
置
か
ら
戦
略
的
に
は
欠
か
せ
な
い
国
で

あ
る
。

　
北
海
道
よ
り
や
や
小
さ
い
ぐ
ら
い
だ
が
（
面
積
：

六
九
、
七
平
方
キ
ロ
・
人
口
：
四
五
〇
万
人
）
地

方
に
よ
っ
て
驚
く
ほ
ど
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
が
見
ら

れ
る
。
高
い
山
々
の
お
か
げ
で
、
グ
ル
ジ
ア
人
は

自
分
の
特
徴
的
な
文
化
を
今
日
に
い
た
る
ま
で

守
っ
て
き
た
。
グ
ル
ジ
ア
に
は
過
去
二
千
五
百
年

の
間
に
作
ら
れ
た
、
歴
史
的
・
文
化
的
に
興
味
深

い
場
所
が
四
千
か
所
ほ
ど
あ
る
。

　
最
近
、
ト
ビ
リ
シ
の
少
し
南
に
あ
る
丘
で
百
八

十
万
年
前
の
ド
マ
ニ
シ
原
人
の
化
石
が
発
見
さ
れ

ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
人
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
へ
の
進
化
の
過
程
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
が
発

　
グ
ル
ジ
ア
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
は
力
強
く
美
し

く
、
観
る
者
を
魅
了
す
る
。
大
胆
で
洗
練
さ
れ
た

動
き
が
特
徴
。
舞
踏
に
は
剣
や
短
剣
が
使
わ
れ
る
。

高
い
技
術
と
訓
練
が
必
要
。

　
絵
画
で
は
、
世
界
中
の
大
き
な
展
覧
会
で
も
作

品
が
公
開
さ
れ
て
い
る
原
始
の
画
家
、
ニ
コ
・
ピ
ロ

ス
マ
ニ
（
一
八
六
二
〜
一
九
一
八
）
の
ふ
る
さ
と
で

も
あ
る
。

　
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、

世
界
的
に
も
有
名
な
グ
ル
ジ
ア
の
プ
リ
マ
バ
レ
リ
ー

ナ
、
ニ
ノ
・
ア
ナ
ニ
ア
シ
ヴ
ィ
リ
の
芸
術
的
な
指

導
に
よ
っ
て
、
高
い
技
術
が
確
立
さ
れ
国
際
的
な

基
準
に
達
し
た
。

　
ワ
　
イ
　
ン

　
グ
ル
ジ
ア
は
ワ
イ
ン
の
発
祥
地
で
あ
る
。
古
代

ギ
リ
シ
ャ
で
は
、
グ
ル
ジ
ア
の
ワ
イ
ン
が
輸
入
さ
れ

飲
ま
れ
て
い
た
。
言
語
学
的
に
も
グ
ル
ジ
ア
が
ワ

イ
ン
の
発
祥
地
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
。
グ
ル

ジ
ア
で
は
ワ
イ
ン
の
こ
と
を”gvino”

と
呼
ん
で
い

る
が
、”vino”

や“vine”

は
そ
れ
に
由
来
す
る
。

　
数
年
前
、
科
学
者
が
世
界
最
古
の
ワ
イ
ン
を
発

掘
し
た
。
液
体
の
ワ
イ
ン
は
残
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、

八
千
年
前
の
石
器
時
代
に
作
ら
れ
た
ワ
イ
ン
ボ
ト

ル
の
内
側
に
つ
い
て
い
た
残
り
か
す
を
テ
ス
ト
し

た
。
新
石
器
時
代
に
は
、
赤
ワ
イ
ン
を
ボ
ト
ル
で

熟
成
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
大
き
な
土
器
で
作
ら
れ
る
ク
ヴ
ェ
ル
リ
ワ
イ
ン
は

健
康
に
良
い
と
さ
れ
て
い
る
。
グ
ル
ジ
ア
の
ク
ヴ
ェ

ル
リ
ワ
イ
ン
に
は
タ
ン
ニ
ン
と
ビ
タ
ミ
ン
が
多
く
含

ま
れ
、
完
全
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
で
独
特
な
味
が
す

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
の
有
名
な
ワ
イ
ン
よ
り
も
多

く
タ
ン
ニ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

が
多
い
た
め
、
心
臓
血
管
の
疾
患
対
策
や
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
を
低
く
保
つ
効
用
が
あ
る
ワ
イ
ン
は
、

長
寿
と
深
く
関
わ
り
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

世
界
の
二
千
種
の
ぶ
ど
う
の
う
ち
、
五
百
以
上
の

種
が
グ
ル
ジ
ア
に
由
来
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ワ

イ
ン
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
世
界
の
ワ
イ
ン
通
に
と
っ
て
サ
ペ
ラ
ヴ
ィ
、
ム
ク

ザ
ニ
、
ツ
ィ
ナ
ン
ダ
リ
、
ク
ヴ
ァ
ン
チ
カ
ラ 

（Khvanchkara

）、 

テ
リ
ア
ニ
な
ど
の
名
前
は
広

く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
観
　
光
　
地

ス
ヴ
ァ
ネ
テ
イ
　
地
方

　
ス
ヴ
ァ
ネ
テ
ィ
地
方
に
あ
る
中
世
の
塔
状
の
家
や

教
会
、
標
高
五
千
メ
ー
ト
ル
級
の
コ
ー
カ
サ
ス
山

脈
に
囲
ま
れ
た
ウ
シ
ュ
グ
リ
村
の
中
世
の
要
塞
、

清
純
な
森
、
環
境
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
村
、
ユ
ニ
ー

ク
な
壁
画
、
イ
コ
ン
、
写
本
と
鍛
冶
。
こ
の
遠
く

て
絵
の
よ
う
に
美
し
い
ス
ヴ
ァ
ネ
テ
ィ
の
名
所
は
、

古
い
塔
だ
け
で
は
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
も
高
い
定

住
地
で
あ
る
（
標
高
二
千
三
百
メ
ー
ト
ル
）。
そ
の

た
め
、
年
間
の
ほ
と
ん
ど
が
大
雪
で
お
お
わ
れ
る

ウ
シ
ュ
グ
リ
か
ら
、
晴
れ
て
い
る
日
に
は
グ
ル
ジ
ア

の
最
高
峰
の
シ
ハ
ラ
（
標
高
五
千
六
十
八
メ
ー
ト

ル
）
が
ま
っ
す
ぐ
見
え
る
。
ま
た
、
ス
ヴ
ァ
ネ
テ
ィ

の
記
念
建
造
物
群
は
、
一
九
九
六
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
。

バ
ト
ゥ
ミ

　
ア
ド
ジ
ャ
ラ
自
治
共
和
国
の
黒
海
沿
い
の
い
わ

ゆ
る
夏
の
楽
園
は
、
バ
ト
ゥ
ミ
、
コ
ブ
レ
テ
ィ
、
ゴ

ニ
オ
、
サ
ル
ピ
シ
な
ど
と
い
っ
た
リ
ゾ
ー
ト
地
を
有

し
、
そ
こ
で
は
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
が
様
々
な
グ
レ
ー
ド
の
ホ
テ
ル
か
ら
提
供

さ
れ
て
い
る
。

　
前
述
の
場
所
の
ほ
か
に
、
グ
ル
ジ
ア
の
ユ
ネ
ス
コ

に
登
録
さ
れ
た
世

界
文
化
遺
産
、
た

と
え
ば
バ
グ
ラ
テ
ィ

聖
堂
や
ゲ
ラ
テ
ィ

修
道
院
、
そ
し
て

ム
ツ
ヘ
タ
の
歴
史
的

な
建
築
群
も
、
観

光
客
の
訪
問
を
歓

迎
し
て
い
る
。
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グ
ル
ジ
ア
再
発
見(Discover Georgia) 

駐
日
グ
ル
ジ
ア
特
命
全
権
大
使
　
　

レ
ヴ
ァ
ズ
・
ベ
シ
ッ
ゼ

ロシア

トルコ

黒海

アルメニア

バトゥミ市 首都
トビリシ

スヴァネティ地方

グルジア

アフガニスタン

チェコ

スロバキア

ルーマニア

セルビアボスニア
ヘルツェゴビナ

クロアチア
スロベニア

ウクライナ

ベラルーシ

リトアニア

ドイツ

ハンガリー

ポーランド

クラフク

オーストリア

バルト海

デンマーク

モロドバ

ご購入はコチラから▼
https://www.o-kyohan.co.jp/

沖縄の精霊のおはなし。
沖縄の精霊
キジムナーと男の子
の友情のお話。

「キジムナーと
　　　   カミジュ」
　たまもと  さゆり

タイトル・作者

English inside
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